
　
本
校
は「
花
と
緑
の
上
富
小
学
校
」

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
よ
さ
を
伸

ば
す
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
「
緑
」

と
は
、『
地
域
を
大
切
に
し
、
緑
あ
ふ

れ
る
環
境
の
中
に
あ
る
学
校
』
を
表

し
、
伝
統
・
文
化
及
び
地
域
を
愛
す

る
心
を
育
む
こ
と
を
意
図
し
て
い
ま

す
。
こ
の
具
現
化
を
図
る
た
め
の
教

育
活
動
の
一
つ
で
あ
る
農
業
体
験
学

習
を
紹
介
し
ま
す
。

　
今
で
は
町
内
の
、
ど
の
学
校
に
も

『
学
校
フ
ァ
ー
ム
』
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
事
業
の
始
ま
る
前
か
ら

本
校
で
は
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し

地
域
の
人
の
協
力
を
得
て
校
地
内
に

学
校
農
園
（
と
め
っ
子
農
園
）
を
つ

く
り
ま
し
た
。
そ
の
農
園
で
、
生
活

科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
学
習

活
動
の
一
環
と
し
て
全
学
年
で
野
菜

づ
く
り
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
年
間
を
通
じ
て
「
生
命
を
育
て
る
」

農
業
体
験
は
、
作
物
を
つ
く
る
意
義

･

喜
び
と
手
順
を
学
び
、
自
然
や
人

と
の
関
わ
り
の
中
で
環
境
と
共
生
し

て
い
く
生
き
方
の
学
習
で
す
。

　
こ
の
学
習
で
は
次
に
挙
げ
る
こ
と

を
狙
い
に
し
て
い
ま
す
。
生
命
尊
重

や
思
い
や
り
の
心
を
育
み
、
生
活
の

中
で
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

か
せ
る
。
食
べ
物
の
大
切
さ
、
食
料

を
つ
く
る
人
々
の
苦
労
等
を
実
感

し
、
農
業
へ
の
感
謝
と
尊
敬
の
念
を

持
た
せ
る
。
農
業
体
験
の
み
に
と
ど

ま
ら
ず
、
地
域
・
保
護
者
の
人
を
ゲ

ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
に
招
い
て
の
農

作
物
に
つ
い
て
の
授
業
や
収
穫
し
た

野
菜
を
調
理
し
て
食
す
る
実
践
な
ど

で
、「
食
」
に
関
す
る
知
識
や
意
識
を

高
め
さ
せ
る
。

　
こ
の
農
業
体
験
学
習
で
栽
培
す
る

野
菜
は
、
三
月
～
七
月
の
間
に
夏
野

菜
（
ト
マ
ト・ピ
ー
マ
ン・ナ
ス・キ
ュ

ウ
リ
等
）
や
じ
ゃ
が
い
も
、
大
根
な

ど
。
九
月
～
十
一
月
に
秋
野
菜
（
ほ

う
れ
ん
そ
う
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
リ
ー

フ
レ
タ
ス
等
）
や
さ
つ
ま
い
も
、
大

根
な
ど
で
す
。
十
月
に
は
さ
つ
ま
い

も
の
収
穫
と
あ
わ
せ
「
と
め
っ
こ
い

も
ま
つ
り
」
を
開
催
し
保
護
者
・
地

域
の
人
を
学
校
に
招
き
、
収
穫
の
喜

び
を
分
か
ち
合
い
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
、
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。
　

　
町
の
中
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ

道
は
、
鎌
倉
街
道
と
呼
ば
れ
る
道
で

す
。
鎌
倉
街
道
は
、
そ
の
名
の
と
お

り
中
世
の
鎌
倉
武
士
た
ち
が
鎌
倉
と

地
方
を
往
復
し
た
頃
の
古
道
で
す
。

た
だ
し
、
そ
の
名
称
は
鎌
倉
時
代
か

ら
続
く
も
の
で
は
な
く
、
近
世
以
降

に
至
っ
て
与
え
ら
れ
た
呼
び
名
な
の

で
す
。

　
埼
玉
県
下
の
鎌
倉
街
道
は
、
川
口

市
か
ら
岩
槻
付
近
を
経
て
茨
城
県
古

河
市
方
面
に
向
か
う｢

中な
か
つ
み
ち道｣

（
別

名
奥
州
街
道
）、
所
沢
市
か
ら
寄
居

町
を
抜
け
群
馬
県
藤
岡
市
方
面
に
向

か
う｢

上か
み
つ
み
ち道｣

、
飯
能
市
か
ら
秩

父
山
中
を
抜
け
る｢

秩
父
道｣

が

主
要
道
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

他
に
主
要
道
に
繋
が
る
無
数
の
枝
道

が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
無
数

の
枝
道
が
各
地
域
に
お
い
て
鎌
倉
街

道
と
伝
承
さ
れ
、
現
在
に
伝
え
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。

　
町
内
に
は
、
上
富
地
区
、
藤
久
保

地
区
、
竹
間
沢
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
鎌

倉
街
道
の
伝
承
を
持
つ
古
道
が
存
在

し
ま
す
。
今
回
は
、
上
富
に
伝
わ
る

鎌
倉
街
道
を
紹
介
し
ま
す
。

　
上
富
の
木
ノ
宮
地
蔵
堂
か
ら
北
へ

多
福
寺
方
面
に
向
か
う
道
は｢

江

戸
街
道(

江
戸
道)｣

と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
が
、
鎌
倉
街
道
と
も
伝
え
ら

れ
ま
す
。
三
富
開
拓
の
発
端
と
な

っ
た
元
禄
七
年(

一
六
九
四)

の

秣ま
ぐ
さ
ば
そ
う
ろ
ん
さ
い
き
ょ
じ
ょ
う
う
ら
え
ず

場
争
論
裁
許
状
裏
絵
図
に
も
描
か

れ
て
い
る
道
で
、
か
つ
て
は
武
蔵
野

の
原
を
南
北
に
貫
い
て
い
た
こ
と
が

は
っ
き
り
と
わ
か
り
ま
す
。
三
富
開

拓
に
よ
り
そ
の
姿
を
ほ
と
ん
ど
と
ど

め
て
い
ま
せ
ん
が
、
上
永
久
保
か
ら

川
越
市
下
赤
坂
に
至
る
道
筋
に
古
道

の
名
残
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
道
は
、
江
戸
街
道
と
呼
ば
れ

る
こ
と
か
ら
、
南
下
す
る
と
江
戸
方

面
に
通
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
で
は
、
鎌
倉
街
道
の
伝
承
は
ど

こ
か
ら
来
た
の
で
し
ょ
う
。
永
久
保

か
ら
北
に
向
か
う
と
下
赤
坂
か
ら
狭

山
市
堀
兼
へ
と
辿た
ど

る
こ
と
が
で
き
そ

う
で
す
。
堀
兼
に
は｢

上
道｣

が

走
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、｢

上
道｣

へ
と
続
く
枝
道
で
あ
っ
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

「とめっ子農園　農業体験学習」

　　みよし歴史探訪　文化財を訪ねて

教育・文化

【問い合わせ】上富小学校　☎ 258-6808

【問い合わせ】　文化財保護課　☎ 258-6655

第18回　～ 三芳に残る三本の鎌倉街道① ～

　　教育トピックス　上富小学校

Education
Culture

とめっ子農園に夏野菜の苗を植えている１・２年生
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写真 　上富に残る鎌倉街道（江戸街道）

「にほんの里 100選」に選ばれ
た三富新田で、歴史や農業文
化、そこに息づく知恵を体感す
る「世界一のいも掘りまつり」
を実施します。

家族、友だち同士、カップルで

開会式〈時間〉10:00〈場所〉旧島田家住宅

受付 〈時間〉10:30 ～ 11:30 頃まで 
〈場所〉いも掘り会場

参加費 300 円（1 人 2 株）当日徴収。
おつりのないように、ご用意ください。

対象 小学生以上（小学生未満は保護者同伴）
持ち物 軍手・長靴・汚れてもよい服装
駐車場 上富小学校 ( 三芳町上富 1267-4)
定員 600 人（定員になり次第締め切り）

申込み
9/3 ㈪から町 HP で応募、または申込
書を記入の上、下記宛に電話・FAX で
応募してください。( 先着順 )

※駐車場には限りがあるため、会場へはなるべ
くライフバス・自転車・徒歩でお越しください。

世界一のいも掘りまつり実行委員会事務局・
観光産業課農業振興係 213

274-1052

開会式

ムギ迷路

三富新田

いも掘り
旧島田家

おまつりひろば

いも掘り

ムギ迷路

雑木林散策

野道散策

0.5km

0.5km

0.4km

0.8km

0.3km

三富新田体感
ウォキングラリー♪

世界一の

いも掘りまつりに

合計
2.5km

10.13 ㈯
雨天順延10.14 ㈰

スタン
プを集

め

て抽選
会で野

菜

を ge
t しよ

う！

おにぎり・やきそば・さつまいもコロッケを食べよう♪

レッツゴー !
約 440 ｍもの長い畝
でのいも掘り
三富新田体感ウォーキン
グラリー（約 2.5㎞）
おまつりひろばでの
グルメ・野菜・販売
上富小学校屋上からの
三富新田見学

①
②
③
④

ま
つ
り
プ
ラ
ン

三芳町
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世界一のいも掘りまつり情報


